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SNS拡散プリーズ！

中原 淳（なかはら・じゅん）
• 東京大学・准教授, 博士
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• 研究テーマ：人材開発論
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• マナビラボプロジェクト
研究代表者
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高校の枠を超えた学びを応援する
高校におけるアクティブラーニング型授業
推進のための高大連携プロジェクト

数字：全国の高校の授業の実態を数値化
全国の普通科またはをそれに準ずる学科および総合学科を
有しているすべての高等学校（3,893校）を対象とした
日本初の大規模アンケート調査を実施。
計49,864名の教員が回答。

物語：授業実践を再発掘
教室や教科、高校の枠を超えて生徒たちが自ら学び続ける
アクティブ・ラーナーになることを支援する授業を展開して
いる全国の高校の先生を訪ね、授業見学およびヒアリングを
通した個別調査を実施。

つながり：先生のためのコミュニティづくり
全国実態調査の分析結果や、個別調査を通して収集した授業
の事例の紹介をはじめ、学びに関する理論を解説するなど、
情報量満載の先生のためのポータルサイトを開発・運営。
月に約15コンテンツを更新。
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低

50.9%
72.7%

中 高

39.4% 56.6%
73.2%

アクティブラーニングを「面＝組織ぐるみ」
で行うことの重要性

n カリキュラム・マネジメントできている（＝教育課程や授業内容の評価・改善に組織
的に取組んでいる）学校の方が、アクティブラーニングの実施率が高い
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アクティブラーナーを育てることは
日本の教育、今世紀最大の挑戦
これは「世直し」である
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現場を指導する皆様を
「側方支援」させてください！
「同じ船」にのって「世直し」をしませんか？
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本日の目的
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①現場の先生方、指導主事、教育センター
管理職の先生方

②自校、自県の教育改善を為していくための

③データ、事例、手法をお持ち帰りいただくこと

配付資料・プログラムをご覧ください
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